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市
政
T
O
P
I
C
S

第
６
回

桑
名
市
市
政
功
労
表
彰

元三重県産青空市場 
会長

　

丹
羽
さ
ん
は
、
地
域
振
興
を
図
る
た

め
、
平
成
14
年
に
長
島
町
特
産
物
青
空

市
場
を
立
ち
上
げ
、
地
元
の
食
材
な
ど

の
販
売
を
手
が
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、

平
成
17
年
に
な
ば
な
の
里
の
駐
車
場
内

に
オ
ー
プ
ン
し
た
花
市
場
で
販
売
を
始

め
る
と
売
り
上
げ
が
一
気
に
上
が
り
、

平
成
24
年
に
三
重
県
産
青
空
市
場
と
改

名
し
、
広
く
県
内
産
品
を
取
り
扱
う
と

と
も
に
現
在
で
も
継
続
的
に
地
元
農
産

物
の
販
売
を
行
う
こ
と
で
長
島
町
の
農

業
の
活
性
化
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
長
島
町
の
特
産
で
あ
る
「
な

ば
な
」
を
使
っ
た
土
産
物
の
開
発
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
、「
な
ば
な
う

ど
ん
」
な
ど
を
販
売
し
、
長
島
観
光
開

発
㈱
な
ど
で
取
り
扱
わ
れ
、
桑
名
に
訪

れ
た
人
に
な
ば
な
の
お
い
し
さ
を
広
く

伝
え
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
　

　
　

　

な
ば
な
栽
培
農
家
の
生
産
拡
大
や
ブ

ラ
ン
ド
力
の
向
上
、
特
産
物
な
ど
地
域

内
生
産
物
の
販
売
促
進
に
つ
な
が
っ
た

功
績
は
非
常
に
大
き
く
、
市
政
功
労
表

彰
を
受
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
こ
の
よ
う
な
大
変
光
栄
な
賞
を
い

た
だ
き
、
あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
。
今

後
も
地
域
振
興
に
貢
献
で
き
る
よ
う
努

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
意
気

込
み
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

   丹羽 和
かずいち

一  さん

　

桑
名
市
市
政
功
労
表
彰
と
は
市
の
産
業
経

済
、
教
育
文
化
、
社
会
福
祉
、
治
安
防
災
、
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
、
各
分
野
に
お
け
る
功
績
に
よ
り

市
の
発
展
、
公
益
増
進
に
特
に
功
労
の
あ
っ
た

個
人
、
団
体
を
広
く
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

主な経歴
三重県産青空市場会長、長島
町観光協会会長、桑名市観光
協会副会長を歴任し、現在は
桑名市観光協会顧問に就任

令和 3 年12 月6日に第 6 回桑
名市市政功労表彰式が行われ
ました。

　

あ
の
老
舗
ク
イ
ズ
番
組
「
世
界
ふ
し

ぎ
発
見
！
」
が
桑
名
に
や
っ
て
き
ま
し

た
！　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
東
海
道

五
十
三
次
」。
日
本
の
旅
ブ
ー
ム
の
原

点
と
も
言
わ
れ
る
旧
東
海
道
を
ミ
ス
テ

リ
ー
ハ
ン
タ
ー
が
訪
れ
ま
す
。
江
戸
時

代
の
旅
装
束
を
身
に
ま
と
い
桑
名
宿
に

訪
れ
た
の
は
、
16
歳
の
高
校
生
ミ
ス
テ

リ
ー
ハ
ン
タ
ー
山
本
・
リ
シ
ャ
ー
ル

登と
う
ま眞
君
。
東
海
道
唯
一
の
海
道
「
七
里

の
渡
し
」
を
舟
で
渡
り
ま
す
。
ま
た
桑

名
と
言
え
ば
や
は
り
ハ
マ
グ
リ
。
桑
名

港
（
赤
須
賀
）
の
朝
市
で
競
り
の
様
子

を
取
材
し
、
今
に
生
き
る
桑
名
の
歴
史

と
文
化
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

桑
名
フ
ィ
ル
ム

　
　
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

桑
名
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
は

映
画
や
ド
ラ
マ
な
ど
の
撮
影
場
所
誘
致

や
撮
影
支
援
を
す
る
機
関
で
す
。
映
像

を
通
じ
て
、
桑
名
の
魅
力
を
発
信
し
、

地
域
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

「
世
界
ふ
し
ぎ
発
見
！
」
の
放
送
は
1
月

8
日
㈯
午
後
９
時
か
ら
。
お
楽
し
み
に
！

【
大
黒
屋
ロ
ケ
地
ツ
ア
ー
を
実
施
】

令
和
3
年
11
月
7

日
㈰
・
10
日
㈬
に

桑
名
ほ
ん
ぱ
く
の

企
画
と
し
て
江
戸

時
代
か
ら
続
く
多

度
の
老
舗
鯉
料
理

店
・
大
黒
屋
で
ロ

ケ
地
と
グ
ル
メ
を
楽
し
む
ツ
ア
ー
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
ほ
ん
ぱ
く
で

は
、
映
画
「
ア
ル
キ
メ
デ
ス
の
大
戦
」

と
ド
ラ
マ
「
リ
ー
ダ
ー
ズ
Ⅱ
」
の
中
で

出
さ
れ
た
料
理
を
担
当
し
た
ご
主
人
の

蒔
田
さ
ん
が
腕
を
ふ
る
い
、
ロ
ケ
に
ち

な
ん
だ
特
別
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
。
美
し

い
庭
園
で
知
ら
れ
る
大
黒
屋
は
近
年
ロ

ケ
地
と
し
て
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
一
度
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

 

桑
名
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
ブ

ラ
ン
ド
推
進
課
内
）
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ミステリーハンターが熱田宿から桑名
宿までの七里の渡しを舟で渡ったとき
のワンシーン
© 世界ふしぎ発見！

世
界
ふ
し
ぎ
発
見
！
～
江
戸
の
旅
　
東
海
道
編
～
放
送
の
お
知
ら
せ

〇 4 月保育施設入所（園）申込二次募集については、2 月下旬に郵送で結果を通知します。
〇 ①で申請した人は、申し込みメニュー上で面接の希望をお聞きし、希望に応じて後日の面接対応を行い
    ます。日程などについては申請受付後、保育支援室からご連絡させていただきます。
〇 各保育施設によって受け入れ可能月齢が異なりますので、詳しくは「申込案内」をご覧ください。
〇 定員を超えた場合、入所（園）できないことがあります。

1. 書類入手
　令和 4 年度保育施設入所（園）申込案内（以下、「申込案内」）を入手し、添付される保育施設等入所（園）
申請書や就労証明書などの「申込時の提出書類」をご準備ください。なお、申込案内は市役所 2 階保育支援
室、関係施設（※）または、市ホームページからダウンロードし、入手してください。
※各保育施設、各地区市民センター（大山田・多度・長島）、サテライトオフィス

2. 申込方法
　申請書への記入、各種証明の準備をした上で、下記いずれかの方法により、ご提出ください。
① LINE で書類の写真を撮影して提出「写真で申請」
　市 LINE 公式アカウント「子ども子育て」→「令和 4 年度４月保育施設入所」→「写真で申請」
を選択し、フォームから提出書類の画像を送信してください。
▷専用フォームへの投稿を行い、受付番号の発行を行うシステムとなります。トーク画面への
　投稿は無効となりますのでご注意ください。
② 郵送で提出
　〒 511-8601　中央町 2-37　桑名市役所　保育支援室 「保育施設入所」担当　宛
　▷書類の紛失など防止のため、できる限り簡易書留での郵送にご協力ください。

③ 来庁して提出
　市 LINE 公式アカウント「子ども子育て」→「令和 4 年度 4 月保育施設入所」→「来庁予約」を選択し、
あらかじめ来庁時間を予約（1 月 31 日㈪から予約開始。時間帯ごとに定員があります）して、予約日に市
役所 2 階保育支援室まで必要書類を持参してください。

ダウンロード市役所で入手 or

L I N E 郵 送or 来 庁or

▷書類に不備がない状態で、2 月 10 日㈭午後 5 時までに提出された申し込みが有効となります。
【申込受付期間】

or 関係施設 (※)で入手

令和４年度  保育施設「新入園児」二次募集のお知らせ
　令和 4 年度保育施設入所（園）の二次募集を 2 月 1 日㈫から開始します。1 月 31 日㈪に市ホームページ
で募集枠を公表する予定です。

市 LINE公式
アカウント

 保育支援室　（☎ 24 － 1284　  24 － 1393）
鯉料理大黒屋でほんぱく開催

①②：1 月 31 日㈪～ 2 月 10 日㈭　③：2 月 1 日㈫～ 10 日㈭　いずれも午後 5 時まで

　　　　　　　市では、保育施設を利用している子どもの保護者が育児休業を取得する際には、待機児童対
策のためその子どもが３歳児クラス未満の場合には、これまで一旦退園していただいていましたが、保護者
の育児支援や子どもたちの環境の変化による影響などを考え、４月から３歳児クラス未満のお子さんについ
ても、継続して保育施設を利用していただけます。

【継続に必要な手続き】　下記の書類の提出が必要です。
　○ 入所（園）申込変更申請書兼教育・保育給付認定変更申請書
　○ 就労証明書：育児休業の取得期間や復職予定日の記載があること。

【令和3年度まで】
・0 ～ 2歳児クラス　原則退園
・3 ～ 5歳児クラス　継続利用可能

【令和4年4月から】

全クラス　継続利用可能

4 月から保育施設の育休退園を廃止します


